
巻  頭  言 

 

 「人と環境にやさしい交通をめざす全国大会」は、2005 年 6 月の宇都宮市を皮切りに、京都市、

横浜市、東京都、岡山市において過去５回開催されてきました。第６回大会は新潟市において開

催することになりました。全国各地から参加される皆様方に、開催地を代表して歓迎と感謝の意

を表します。 

 超高齢社会や、環境問題、まちなかの活性化、健康づくり、さらには災害に強いまちづくりな

ど社会的課題を解決するために、地域社会に快適な「人の移動」を担保する「人と環境にやさし

い交通」が益々求められています。「クルマ中心」のまちづくりから、子供から高齢者や障害者を

含む誰もが快適に利用できる移動手段が存在し、快適に歩けるまちづくりへ転換する必要があり

ます。国の「交通基本法」制定に向けて多くの人が努力を続け、国会に上程されましたが、廃案

となったことは誠に残念です。 

 本県においては、2014 年北陸新幹線の長野・金沢間開業により、沿線地域の活性化が期待でき

る一方、並行在来線（えちごトキめき鉄道㈱）や、ほくほく線（北越急行㈱）のサービス水準の

低下、また上越新幹線の活用・利用促進などが課題とされています。鉄道在来線、新潟空港の活

性化を始め、都市の魅力アップ、観光イベントなど官民一体となった取り組みが必要です。 

 新潟市は、人口 81 万人を擁する本州日本海側唯一の政令指定都市であり、都市計画が目指す都

市の姿を「田園に包まれた多核連携型都市」としています。交通分野では、新潟駅付近の連続立

体交差事業と駅周辺整備を進めているとともに、公共交通のネットワーク強化と利用促進に努め

ています。このような中、新たなバスシステムとして、全市的なバス路線の再編に併せた BRT（Bus 

Rapid Transit）の導入を計画しており、2014 年度の暫定運行に向け取り組んでいます。一方、

過度な自動車依存からの転換を目指して、「公共交通や自転車で移動しやすく快適に歩けるまちづ

くり条例」をこのたび制定しました。同様な施策は、既に京都市、金沢市などで行われています。 

 県内の３市（新潟市、三条市、見附市）は、外出しやすく歩きたくなるまちづくりを基本にし

た「健幸なまち（スマート・ウェルネス・シティ）」を目指して活動しています。わが国ではクル

マ社会に直接ムチを振ることは受け入れがたいのが実態です。そこで、まずは快適に歩け、自転

車や公共交通で移動しやすくするまちづくりの施策を強力に進め、それが市民に受け入れられる

ことが自動車依存からの転換を促すことにつながると考えます。 

 第６回全国大会では、全国の関係者がいま一度新潟の地に参集し、新潟市民との交流を通して、

「人と環境にやさしい交通」を目指して活発な議論や提言をしていただき、意識の変革や施策の

実現に向けた新たな一歩となることを期待しています。 

 

長岡技術科学大学 名誉教授 松本昌二 

（第６回「人と環境にやさしい交通をめざす全国大会」in 新潟 実行委員長）
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